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れればばききっっとと ききににななるる好好

ＬＬ
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来来

花
園
中
央
公
園
に
待
望
の
「
市
民
球
場
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
祝
い
、
野
球
を
楽
し
む
場

を
作
る
た
め
、完
成
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
記
念
式
典
の
ほ
か
、
元
プ
ロ
野
球
選

手
に
よ
る
�
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
�
な
ど
、
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

４
月
３０
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜

正
午
（
小
雨
決
行
）

◇
と
こ
ろ

花
園
中
央
公
園
野
球
場

◇
内
容

▽
記
念
式
典
（
午
前
９
時
３０
分
〜

１０
時
３０
分
）

▽
特
別
記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ふ

れ
あ
い
野
球
教
室
」（
午
前
１０
時
４５
分
〜
正
午
）

※
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
は
小
・
中
学
生
が
対

象
で
、
当
日
先
着
五
十
人
（
受
付
は
午
前
８
時

３０
分
〜
９
時
）、
運
動
で
き
る
服
装
で
、
野
球
用

具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

完完
成成
記記
念念
式式
典典

元元
ププ
ロロ
野野
球球
選選
手手
もも

やや
っっ
てて
くく
るる
��

－消費者の権利と保護へ向けて－ ４月１日「東大阪市消費者憲章」を制定 ※次号で詳細を紹介します。

花花園園セセンントトララルルススタタジジアアムム

野野
球球
教教
室室
にに
参参
加加
すす
るる
選選
手手

４４月月３３００日日オオーーププンン

光
山
英
和
さ
ん
（
元

近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）

湯
舟
敏
郎
さ
ん
（
元

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
）

南
淵
時
高
さ
ん
（
元
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
）

村
上
隆
行
さ
ん
（
元

近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）

◇
問
合
先

公
園
整
備
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

２
９
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
６

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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三
年
毎
に
見
直
さ
れ
る
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
１８
年
４
月
か
ら
の
介
護
保
険

第
一
号
被
保
険
者
（
６５
歳
以
上

の
方
）
の
保
険
料
を
改
定
し
ま

し
た
。

基
準
額
を
改
定
・

保
険
料
を
八
段
階
へ

こ
れ
ま
で
の
保
険
料
は
五
段

階
に
分
か
れ
、
四
万
二
千
八
百

四
十
円
（
年
額
）
を
基
準
に
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
割
合
と
な

っ
て
い
ま
し
た（
表
�
参
照
）。

し
か
し
、
保
険
給
付
費
の
増

加
に
伴
い
、
保
険
料
が
上
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
得
の
低

い
方
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽

減
す
る
た
め
、
所
得
段
階
を
八

つ
に
細
分
化
す
る
と
と
も
に
、

基
準
額
を
年
額
五
万
八
千
三
百

二
十
円
（
月
額
四
千
八
百
六
十

円
）
に
改
定
し
ま
し
た
（
表
�

参
照
）。

き
め
細
か
な

保
険
料
率
を
設
定

被
保
険
者
世
帯
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
収
入
額
に
大
き
な
幅

が
あ
っ
た
第
二
段
階
対
象
者（
本

人
お
よ
び
世
帯
全
員
が
市
民
税

非
課
税
の
世
帯
）に
つ
い
て
は
、

収
入
額
の
低
い
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
第
二
段
階
を

二
つ
に
細
分
化
し
、
収
入
額
の

低
い
世
帯
に
は
、
よ
り
低
い
保

険
料
率
を
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
の
第
五
段
階

対
象
者
（
本
人
が
課
税
で
合
計

所
得
額
二
百
万
円
以
上
の
方
）

を
、
市
町
村
が
被
保
険
者
の
所

得
状
況
に
応
じ
た
、
き
め
細
か

な
所
得
段
階
を
設
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
市
で
は
三

つ
に
細
分
化
し
、
保
険
料
率
を

弾
力
的
な
設
定
に
し
て
い
ま
す
。

激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
の
税
制
改
正
に

伴
い
、
平
成
１８
年
度
か
ら
市
民

税
の
老
年
者
非
課
税
措
置
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
１７
年
度
の
市
民

税
が
非
課
税
の
方
で
、
所
得
段

階
が
上
が
る
被
保
険
者
（
地
方

税
法
上
の
個
人
住
民
税
に
か
か

る
経
過
措
置
対
象
者
）
に
つ
い

て
は
、
１８
年
度
か
ら
二
年
間
、

保
険
料
を
軽
減
す
る
緩
和
措
置

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
措

置
は
、
１８
年
度
市
民
税
確
定
後

の
本
算
定
時
（
７
月
中
旬
）
に

決
定
し
通
知
し
ま
す
。

特
別
徴
収
に
追
加

遺
族
年
金
と
障
害
年
金

平
成
１８
年
度
よ
り
、
遺
族
年

金
と
障
害
年
金
が
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
の
対
象
と

し
て
追
加
さ
れ
ま
す
。
受
給
額

が
年
間
十
八
万
円
（
月
額
一
万

五
千
円
）
以
上
の
方
は
、
１０
月

よ
り
特
別
徴
収
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

福
祉
用
具
購
入
費
の

支
給
に
つ
い
て

特
定
福
祉
用
具（
腰
掛
便
座
、

特
殊
尿
器
、
入
浴
補
助
用
具
、

簡
易
浴
槽
、
移
動
用
リ
フ
ト
の

つ
り
具
の
部
分
）
の
購
入
に
つ

い
て
は
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら

指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
の

購
入
の
み
、
介
護
保
険
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
に
重
点
を

今
後
、
市
で
は
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
創
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

な
ど
に
応
じ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
高
齢

者
の
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

▽
制
度
改
正
に

関
す
る
こ
と
�
高
齢
介
護
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
７
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
８

▽
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

�
介
護
保
険
料
課

０
６（
４
３

０
９
）３
１
８
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
１
４

▽
介
護
保

険
給
付
に
関
す
る
こ
と
�
介
護

認
定
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
８
６
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
４

「障害福祉サービス受給者証」と「施
設受給者証」は届きましたか。
受給者証の特記事項欄に利用者負担
上限額管理対象者と記載がある方は、
契約済みの事業者から上限管理者を選
択し、市へ報告していただく必要があ
ります。
一月あたりの利用者負担額は、所得
などにより上限が定められています。
利用したサービスの負担額が上限を超
過することが予測される方は、上限額
管理者が決まり次第、同封しました利
用者負担上限額管理事務依頼届出書を、
受給者証とともに市役所障害者支援室
に提出してください。ただし、施設利
用者はその施設、社会福祉法人減免実
施の事業所を利用の方はその事業者が
上限額管理者となります。
なお、グループホーム利用者はその

グループホームが管理者となるので、
届出の必要はありません。
◇問合先 障害者支援室 ０６（４３０９）

３１８４、�０６（４３０９）３８１５

※平成１８年４月１日から障害福祉
課は障害者支援室に変わりました。

◇その他支援法についての問合先
�身体障害・知的障害のある方�東・
中・西福祉事務所福祉係（�東�０７２９
・８８・６６１７、�０７２９・８８・６６２０ �中
�０７２９・６０・９２７５、�０７２９・６０・９２７８
�西�０６・６７８４・７９８０、�０６・６７８４・
７６７７） �精神障害のある方�東・中
・西保健センター（�東�０７２９・８２・
２６０３、�０７２９（８６）２１３５ �中�０７２９
・６５・６４１１、�０７２９（６６）６５２７ �西�０６
・６７８８・００８５、�０６・６７８８・２９１６）、健康づく
り課 ０７２９（６０）３８０２、�０７２９（６０）３８０９

保
険
料
引
き
上
げ
の

お
も
な
要
因

▽
要
介
護
認
定
者
数
の
増

加
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

お
よ
び
利
用
量
の
増
加

▽
介
護
予
防
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
・
介
護
家
族
の
た
め
の

費
用
を
介
護
保
険
で
新
た
に

負
担▽

第
一
号
被
保
険
者
（
６５

歳
以
上
）
の
保
険
給
付
費
の

負
担
割
合
が
一
八
�
か
ら
一

九
�
に
変
更

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

近
年
の
厳
し
い
経
済
状
況
や

医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
も
さ
ら
に
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
国
保
財
政
健
全
化
の
一

環
と
し
て
、
４
月
か
ら
「
国
民

健
康
保
険
料
全
期
前
納
報
奨
金

制
度
」
を
変
更
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
を
第
一
期

の
納
期
限
内
（
６
月
末
日
）
に

第
二
期
分
か
ら
第
十
期
分
を
あ

わ
せ
て
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
全

期
前
納
報
奨
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

平
成
１８
年
度
分
保
険
料
か
ら

は
、
全
期
前
納
報
奨
金
の
交
付

率
を
二
�
（
変
更
前
三
�
）
と

し
、
計
算
方
法
は
第
二
〜
十
期

分
保
険
料
額
×
二
�
と
な
り
ま

す
。※

口
座
振
替
奨
励
金
と
の
併

用
は
従
来
と
同
様
で
き
ま
せ
ん
。

（
口
座
振
替
奨
励
金
制
度
と
は
、

保
険
料
を
口
座
振
替
で
十
期
分

ま
で
連
続
し
て
納
付
し
、
完
納

し
た
場
合
に
振
替
し
た
保
険
料

額
の
１
�
の
奨
励
金
を
交
付
）

国
保
財
政
の
安
定
化
に
は
、

保
険
料
収
納
率
の
大
幅
な
向
上

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
口
座

振
替
の
推
奨
、
納
付
相
談
な
ど

の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
負
担
の
公
平
性
を

図
る
上
で
も
、
滞
納
保
険
料
の

徴
収
を
厳
し
く
行
う
と
と
も
に
、

滞
納
者
の
財
産
調
査
や
差
押
え

も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
保
事
業
の
効
率

化
や
見
直
し
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
１７
年
度
保
険
料

納
め
忘
れ
は
す
ぐ
に
納
付
を

平
成
１７
年
度
保
険
料
の
納
付

は
お
済
み
で
す
か
。
納
め
忘
れ

が
あ
る
方
は
、
国
保
保
険
料
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
１８
年
度
保
険
料

は
、６
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
、

６
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
十

回
払
い
で
す
。

夜
間
・
休
日
・

出
張
納
付
相
談

次
の
日
程
で
夜
間
・
休
日
・

出
張
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
夜
間
・
休
日
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
夜
間
相
談
�
４

月
２４
日
�
〜
２８
日
�

午
後
５

時
３０
分
〜
８
時

▽
休
日
相
談

�
４
月
２９
日
�
、
３０
日
�

午

前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ

国
保
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
４
月

２７
日
	
�
四
条
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

▽
２８
日
�
�
布
施

駅
前
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
、
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

交
通
事
故
で
国
保
を

使
う
と
き
は
届
出
を

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
受
け

た
傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則
と

し
て
加
害
者
側
が
全
額
負
担
す

べ
き
も
の
で
す
が
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
が
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提
出
す

れ
ば
、
保
険
証
を
使
っ
て
国
保

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
国
保
が
一

時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
た

あ
と
に
加
害
者
側
に
費
用
を
請

求
し
ま
す
。

交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
国
保

で
治
療
を
受
け
る
と
き
は
、
警

察
に
届
出
を
し
て
交
通
事
故
証

明
書（
人
身
事
故
）を
も
ら
い
、

必
ず
国
保
管
理
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
「
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
す

る
前
に
、
加
害
者
側
か
ら
治
療

費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を

済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
国
保
が

使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
示
談
を
結
ぶ
前
に
必

ず
国
保
管
理
課
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
４

（表�）Ｈ１８年３月まで
介護保険料
年額（円）

２１，４２０

３２，１３０

４２，８４０
（月額３，５７０円）

５３，５５０

６４，２６０

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階
（基準）

第４段階

第５段階

（表�）Ｈ１８年４月からの対象者および介護保険料
介護保険料
年額（円）

２９，１６０

２９，１６０

４３，７４０

５８，３２０
（月額４，８６０円）

７２，９００

８７，４８０

１０２，０６０

１１６，６４０

（※）第２段階に該当される場合は、１８年度市民税確定後の本算定時（７月中旬）に決定し通知します。

保険料の
決定方法

基準額×０．５

基準額×０．５

基準額×０．７５

基準額

基準額×１．２５

基準額×１．５

基準額×１．７５

基準額×２．０

対象者

本人及び世帯全員が住民税非課税であって、老齢
福祉年金の受給者・生活保護の受給者

本人及び世帯全員が住民税非課税であって、本人
の合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下

本人及び世帯全員が住民税非課税であって、第２
段階以外の人

本人が住民税非課税
（世帯の中で住民税課税者がいる）

本人が住民税課税
（本人の合計所得金額が２００万円未満）

本人が住民税課税
（本人の合計所得金額が２００万円以上４００万円未満）

本人が住民税課税
（本人の合計所得金額が４００万円以上６００万円未満）

本人が住民税課税
（本人の合計所得金額が６００万円以上）

所得段階

第１段階

第２段階
（※）

第３段階

第４段階
（基準）

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
増
加
な
ど
に
よ
り

４
月
か
ら
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

全期前納報奨金制度
交付金を２％に変更

国民健康保険料

上限額管理者の届け出はお済みですか
障害福祉サービス利用者のみなさん

（２）第８５７号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年４月１５日
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児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
支
給
年
齢
が
９
歳
（
小
学

校
三
年
生
修
了
前
）
か
ら
１２
歳

（
小
学
校
修
了
前
）
ま
で
に
拡

大
さ
れ
、
所
得
制
限
額
も
緩
和

さ
れ
ま
す
（
表
）。

対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者

は
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
手
続
き
が
で
き
る
方
な

ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
校
修
了
前
（
平
成
６

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

方
は
、
新
た
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
（
平
成
１７
年
度
の
児
童

手
当
が
却
下
だ
っ
た
方
も
認
定

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
）。▽現

在
、
児
童
手
当
を
受
給

中
で
、
小
学
校
新
五
・
六
年
生

（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
は
、
手

当
額
改
定
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
新
四
年
生
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
現
在

児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

継
続
し
て
受
給
で
き
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
単
身
赴
任
な
ど
で
児
童
と

別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
請
求

者
が
住
民
登
録
し
て
い
る
市
町

村
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
公
務
員
は
勤
務
先
で
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
だ
け
５
月
１５
日
�

ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

４
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
が
、
１０
月
以
降
に
申

請
す
る
と
、
申
請
月
の
翌
月
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◇
手
当
額
（
月
額
）

▽
第

一
・
二
子
�
五
千
円

▽
第
三

子
以
降
�
一
万
円

◇
請
求
に
必
要
な
も
の

印

鑑
、
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵
便
局
は
不
可
）、
厚
生
年
金

加
入
の
方
は
請
求
者
の
健
康
保

険
証
の
写
し

※
請
求
書
受
付
後
に
、
そ
の

他
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

し

じ
じ
ょ
う

も

じ

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
て
文
字

ま
な

せ
い
か
つ

め
ん

ふ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活
な
ど
の
面
で
不

じ
ゆ
う

か
ん

か
た

た
い
し
ょ
う

自
由
を
感
じ
て
い
る
方
を
対

象
に「
よ
み
か
き

き
ょ
う
し
つ

か
い
さ
い

教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ず
い
じ

う

つ

き
が
る

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

そ
う
だ
ん

も
う

こ

相
談
、
ま
た
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
ょ
う
し
つ

【
あ
さ
の
教

室
】

が
つ
こ
こ
の
か

ら
い
ね
ん

が
つ

◇
と
き

５
月
９
日
か
ら
来
年
３
月
ま
で

げ
ん
そ
く

ま
い
し
ゅ
う
か
よ
う
び

ご
ぜ
ん

の
、
原
則
と
し
て
毎

週
火
曜
日

午
前
１０

じ

し
ょ
う
ご

時
〜
正
午

な
か
こ
う
み
ん
か
ん

ぶ
ん
か
か
い
か
ん
い
っ

◇
と
こ
ろ

中
公
民
館
（
文
化
会
館
一

か
い階
）

き
ょ
う
し
つ

【
ひ
る
の
教

室
】

が
つ

に
ち

ら
い
ね
ん

が
つ

◇
と
き

５
月
１１
日
か
ら
来
年
３
月
ま
で

げ
ん
そ
く

ま
い
し
ゅ
う
も
く
よ
う
び

ご
ご

じ

の
、
原
則
と
し
て
毎

週

木
曜
日

午
後
２
時

じ

〜
４
時

ひ
が
し
こ
う
み
ん
か
ん

ひ
が
し
た
い
い
く
か
ん

◇
と
こ
ろ

東

公
民
館
（
東

体
育
館

さ
ん
か
い

三
階
）

き
ょ
う
し
つ

【
よ
る
の
教

室
】

が
つ

に
ち

ら
い
ね
ん

が
つ

◇
と
き

５
月
１１
日
か
ら
来
年
３
月
ま
で

げ
ん
そ
く

ま
い
し
ゅ
う
も
く
よ
う
び

ご
ご

じ

の
、
原
則
と
し
て
毎

週

木
曜
日

午
後
７
時

じ

〜
９
時

し
み
ん
か
い
か
ん

ご
か
い
だ
い
ご
か
い
ぎ

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
（
五
階
第
五
会
議

し
つ室
）

◇

◇

さ
ん
か
し
か
く

し
な
い

す

つ
と

◇
参
加
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤

さ
い
い
じ
ょ
う

か
た

め
て
い
る
１５
歳
以
上
の
方

ひ
よ
う

む
り
ょ
う

き
ょ
う
ざ
い
ひ

◇
費
用

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
な
ど
が

ひ
つ
よ
う

必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

も
う
し
こ
み

と
い
あ
わ
せ
さ
き
し
ゃ
か
い
き
ょ
う
い
く
か

◇

申
込
・

問
合
先

社
会

教

育
課

で
ん
わ

電
話
０
６
（
４
３
０
９
）
３
２
７
９
、
フ
ァ
ク

ス
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
５

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
、
４

月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
額
が
改
正
さ

れ
ま
す
。

※
（

）
内
は
改
正
前
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

▽
全
部
支
給
の
方
�
四
万
千

七
百
二
十
円
（
四
万
千
八
百
八

十
円
）

▽
一
部
支
給
の
方
�

四
万
千
七
百
十
〜
九
千
八
百
五

十
円
（
四
万
千
八
百
七
十
〜
九

千
八
百
八
十
円
）

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
一
級

の
方
�
五
万
七
百
五
十
円
（
五

万
九
百
円
）

▽
二
級
の
方
�

三
万
三
千
八
百
円
（
三
万
三
千

九
百
円
）◇

◇

児
童
扶
養
手
当
証
書
を
す
で

に
お
持
ち
の
方
で
、
改
正
後
の

手
当
額
の
記
載
が
必
要
な
場
合

は
、
国
民
年
金
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
新
し
い
証
書
と
交

換
し
ま
す
。
な
お
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
証
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
受
給
者
に
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

市
内
在
住
の
方
が
市
内
で

創
業
す
る
た
め
に
、
平
成
１６

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
１８
年

３
月
３１
日
ま
で
に
次
の
公
的

融
資
を
受
け
、
そ
の
約
定
利

子
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

平
成
１７
年
度
中
に
支
払
っ
た

利
子
の
二
分
の
一
を
補
給
し

ま
す
。

◇
公
的
融
資
の
種
類

▽

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
新
規

開
業
育
成
資
金
、
女
性
、
若

者
／
シ
ニ
ア
起
業
家
資
金
、

新
創
業
融
資
制
度
な
ど

▽

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
新
事

業
育
成
資
金

▽
中
小
企
業

金
融
公
庫
の
新
事
業
育
成
資

金
な
ど

▽
大
阪
府
制
度
融

資
の
開
業
資
金
、
経
営
革
新

資
金
の
一
部

☆
融
資
制
度
名
は
平
成
１８

年
３
月
３１
日
現
在

◇
申
請
期
間

４
月
１７
日

�
〜
５
月
１９
日
�

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
３０
分
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

☆
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

貸
付
を
受
け
た
方
は
「
お
支

払
明
細
書
」
を
、
そ
の
ほ
か

は
融
資
を
受
け
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
資
料
を
持
参

◇
申
請
書
配
布
・
申
請
・
問

合
先

経
済
総
務
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
４
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
６

平
成
１８
年
度
か
ら
大
阪
府
中
小
企
業
信
用
保

証
協
会
の
信
用
保
証
料
率
が
、
個
々
の
中
小
企

業
の
経
営
状
態
を
ふ
ま
え
、
九
区
分
（
年
〇
・

五
％
か
ら
二
・
二
％
、
有
担
保
は
〇
・
一
％
の

割
引
あ
り
）
の
料
率
体
系
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
東
大
阪
市
中
小
企
業
融
資
の
信
用
保
証
料

率
も
同
様
に
変
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
信
用
保

証
料
率
は
保
証
協
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
保
証
協
会
が
信
用
保
証
を
行
う
際
に
、

無
担
保
無
保
証
人
融
資
以
外
の
融
資
に
つ
い
て

も
、
原
則
法
人
代
表
者
以
外
の
連
帯
保
証
人
は

不
要
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
の
中
小
企
業

融
資
に
つ
い
て
も
同
様
に
連
帯
保
証
人
が
原
則

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

◇
受
付
・
問
合
先

▽
中
小
企
業
公
害
防
止

資
金
特
別
融
資
�
公
害
対
策
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
０
３
、
�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
８

▽
そ
の
他
の
融
資
�
経
済
総
務
課
分
室

０
６（
４
３
０
９
）
２
３
０
１
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
２
３
０
３

平成１７・１８年度所得制限限度額表
（ ）は３月分までの限度額

特例給付

５３２万円
（４６０万円）
５７０万円
（４９８万円）
６０８万円
（５３６万円）

１人増えるごとに３８万円を加算
・扶養親族等の数・所得金額は平成１７年度（平成１６
年中所得）住民税の所得状況です。
・給与所得の場合は「給与所得控除後の金額」が所
得金額です。
・所得から一律８万円を控除するほか、医療費控除
など、一定の控除があります。
・特例給付の対象は、請求者が厚生年金または共済
年金に加入している場合です。

児童手当

４６０万円
（３０１万円）
４９８万円
（３３９万円）
５３６万円
（３７７万円）

扶養親族
等の数

０人

１人

２人

３人目以降

東大阪市中小企業融資 制度一覧
担保

不要

必要

不要

は改正項目

連帯保証人

不要

法人は代表
者
個人は原則
として不要

信用保証料

１．０％

０．５～２．２％

０．４～２．１％

０．５～２．２％

利率

１．３％

返済期間

４８か月

６０か月

融資限度額

３００万円

６００万円

１，５００万円

２，０００万円

６００万円

資金使途

運転資金
設備資金

設備資金

公害防止
設備資金

融資対象者

市内（原則として同一場所）
で同一事業を１年以上引き
続き営んでいる従業員２０人
（商業・サービス業は５人）
以下の個人。
ただし、保証協会で他の保
証付融資を利用中でないこ
と。

市内（原則として同一場所）
で同一事業を６か月以上引
き続き営んでいる資本金３
億円（卸売業１億円、小売
・サービス業５，０００万円）以
下または常時使用する従業
員が３００人（卸売・サービス
業１００人、小売業５０人）以下
の会社、個人、組合。

融資制度名

小規模企業無担保
無保証人融資

中小企業無担保融資

中小企業有担保融資

中小企業
設備改善資金融資

中小企業公害
防止資金特別融資

手当額が改正
（特別）児童扶養手当

児
童
手
当
制
度
が
改
正

変わりました

東 大 阪 市

中小企業融資制度

１２歳まで支給対象を拡大
所得制限も緩和

ま
な

よ
み
か
き
を
学
び
ま
せ
ん
か

創
業
し
た
方
へ

創
業
資
金
融
資
の

利
子
を
補
給

平成１８年４月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８５７号（３）
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★★

★★

★

★★
★★

緑
あ
ふ
れ
る

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
へ

★★

市
で
は
自
転
車
駐
車
場
の
景

観
を
良
く
す
る
と
と
も
に
、
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
い
、
落
書
き

を
防
止
す
る
た
め
に
、
園
児
の

絵
を
駐
車
場
の
壁
面
に
飾
る「
パ

ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
の
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度（
初
年
度
）に
、

小
阪
駅
前
自
転
車
駐
車
場
に
園

児
の
絵
二
枚
を
設
置
。
以
後
、

落
書
き
が
一
切
な
く
な
り
、
市

民
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
中
核
市
移
行

を
契
機
と
し
て
進
め
て
い
る「
景

観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

事
業
と
し
て
、
１６
年
度
か
ら
２０

年
度
ま
で
の
五
年
間
で
、
市
内

の
各
自
転
車
駐
車
場
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
を
取
り
付
け
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

１６
年
度
に
は
小
阪
駅
前
自
転

車
駐
車
場
の
残
り
の
壁
面
に
十

九
枚
、
１７
年
度
に
は
鴻
池
新
田

駅
前
・
東
花
園
駅
前
・
長
田
駅

前
・
新
石
切
駅
前
の
四
つ
の
自

転
車
駐
車
場
に
計
二
十
枚
設
置

し
ま
し
た
。

現
在
は
市
立
幼
稚
園
十
九
園

の
園
児
の
絵
を
飾
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
私
立
幼
稚
園
を
含

む
市
内
全
幼
稚
園
に
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

◇
問
合
先

交
通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２
２
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
６

うう
るる
おお
いい
とと
やや
すす
らら
ぎぎ
のの
ああ

るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ
るる
たた
めめ
、、

一一
人人
でで
もも
多多
くく
のの
みみ
なな
ささ
んん
にに

��
みみ
どど
りり
��
へへ
のの
関関
心心
をを
高高
めめ

てて
もも
らら
おお
うう
とと
、、
市市
とと
東東
大大
阪阪

市市
をを
緑緑
にに
すす
るる
市市
民民
のの
会会
でで
はは

「「
第第
二二
十十
四四
回回
東東
大大
阪阪
市市
植植
樹樹

祭祭
」」
をを
開開
催催
しし
まま
すす
。。

テテ
ーー
ママ
はは
「「
緑緑
のの
輪輪

ひひ
ろろ

げげ
てて
包包
むむ

町町
づづ
くく
りり
」」
でで
、、

当当
日日
はは
記記
念念
式式
典典
のの
ほほ
かか
、、
花花

とと
緑緑
のの
展展
示示
即即
売売
会会
やや
抽抽
選選
会会

なな
どど
楽楽
しし
いい
催催
しし
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい

でで
すす
。。

多多
数数
おお
越越
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。

◇◇
とと
きき

４４
月月
２２３３
日日
��

午午

前前
１１００
時時
〜〜
午午
後後
３３
時時

◇◇
とと
ここ
ろろ

池池
島島
小小
学学
校校
運運

動動
場場
（（
雨雨
天天
時時
はは
体体
育育
館館
））

◇◇
内内
容容

▽▽
記記
念念
式式
典典
（（
午午

前前
１１００
時時
３３００
分分
〜〜
１１１１
時時
３３００
分分
でで
、、

小小
学学
生生
にに
よよ
るる「「
緑緑
のの
ちち
かか
いい
」」

やや
記記
念念
植植
樹樹
なな
どど
））

▽▽
緑緑
化化

絵絵
画画
やや
写写
真真
なな
どど
のの
展展
示示

▽▽

花花
とと
緑緑
のの
展展
示示
即即
売売
会会

▽▽
模模

擬擬
店店
なな
どど

※※
会会
場場
でで
緑緑
のの
募募
金金
のの
受受
けけ

付付
けけ
をを
行行
いい
まま
すす
。。

※※
車車
でで
のの
来来
場場
はは
ごご
遠遠
慮慮
くく

だだ
ささ
いい
。。

【【
みみ
どど
りり
基基
金金
】】

緑緑
化化
のの
推推
進進
とと
緑緑
のの
保保
全全
のの

たた
めめ「「
東東
大大
阪阪
市市
みみ
どど
りり
基基
金金
」」

をを
設設
置置
しし
てて
いい
まま
すす
。。
緑緑
のの
まま

ちち
づづ
くく
りり
にに
協協
力力
をを
おお
願願
いい
しし

まま
すす
。。

『
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
』
が
平
成
１３
年

１２
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
、
こ

れ
に
伴
い
４
月
２３
日
を
「
子
ど

も
読
書
の
日
」、４
月
２３
日
か
ら

５
月
１２
日
ま
で
を
「
子
ど
も
読

書
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
広
く
国
民
が
子
ど

も
の
読
書
に
つ
い
て
関
心
を
も

ち
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
を
行

う
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。

市
立
図
書
館
で
は
、
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
に
、
本
に
触
れ

る
喜
び
と
楽
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
、
次
の
催
し

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
花
園
図
書
館
】

み
ん
な
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、

に
こ
に
こ
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う

な
、
ち
ょ
っ
と
な
つ
か
し
い
日

本
の
昔
話
や
手
作
り
を
紹
介
し

ま
す
。

◇
と
き

４
月
２２
日
�

午

前
１１
時
か
ら

◇
内
容

お
お
き
な
絵
本「
ぶ

ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
」、ペ
ー
プ
サ

ー
ト「
へ
っ
こ
き
よ
め
さ
ま
」、

手
作
り
「
か
ぶ
と
を
折
ろ
う
」

◇
定
員

百
人
（
当
日
先
着

順
）◇

と
こ
ろ
・
問
合
先

花
園

図
書
館

０
７
２
９（
６５
）７
７

０
０
、
�
０
７
２
９
（
６５
）

９
２
１
２

【
永
和
図
書
館
】

◇
と
き

４
月
２２
日
�

午

前
１１
時
か
ら

◇
内
容

大
型
紙
芝
居
「
わ

た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」、パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
「
ち
ょ
ろ
チ
ュ
ー
を

す
く
え
�
の
巻
」、
手
作
り「
ぺ

た
ぺ
た
ぴ
っ
た
ん
こ
」、お
は
な

し
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
な
ど

◇
定
員

百
人
（
当
日
先
着

順
）◇

と
こ
ろ
・
問
合
先

永
和

図
書
館

０
６
（
６
７
８
１
）

５
５
０
０
、
�
０
６
（
６
７
８

４
）
５
６
３
０

【
旭
町
図
書
館
】

◇
と
き

４
月
１５
日
�

午

後
２
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

東
保
健
セ
ン
タ

ー
講
堂
（
旭
町
庁
舎
２
階
）

◇
内
容

大
型
絵
本
「
ぐ
り

と
ぐ
ら
」、
大
型
紙
芝
居
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
絵
本
紹
介
な

ど
◇
定
員

五
十
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
問
合
先

旭
町
図
書
館

０
７
２
９
（
８２
）
１
２
３
５
、

�
０
７
２
９
（
８４
）
６
０
７
９

【
大
�
分
室
】

◇
と
き

４
月
２２
日
�

午

後
２
時
３０
分
か
ら

◇
内
容

大
型
絵
本
「
そ
ら

豆
く
ん
の
ベ
ッ
ド
」、お
は
な
し
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◇
定
員

八
十
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

大
�

分
室

０
６
（
６
７
２
８
）

０
２
０
０

３
月
２１
日
、
か
ね
て
か

ら
設
置
が
望
ま
れ
て
い
た

池
島
中
学
校
区
に
、
公
民

分
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。市

で
は
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
各
中
学
校
区

に
公
民
分
館
設
置
を
進
め

て
お
り
、
今
回
の
池
島
公

民
分
館
の
開
館
に
よ
り
す

べ
て
の
中
学
校
区
で
の
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。

池
島
公
民
分
館
は
、
集

会
室
や
図
書
室
の
ほ
か
、

消
防
団
第
五
分
団
二
号
車

屯
所
を
併
設
し
て
お
り
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
、さ
ら
に
は
防
災
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

民民
有有
地地
のの
植植
樹樹
資資
金金
をを
助助
成成

しし
てて
いい
まま
すす
。。

【【
個個
人人
住住
宅宅
】】

道道
路路
にに
面面
しし
てて
いい
るる
長長
ささ
がが

三三
��
以以
上上
のの
生生
垣垣
にに
植植
樹樹
すす
るる

場場
合合
にに
限限
りり
まま
すす
。。

【【
住住
宅宅
団団
地地
なな
どど
】】

住住
宅宅
団団
地地
なな
どど
のの
共共
有有
地地
まま

たた
はは
自自
治治
会会
がが
借借
りり
てて
いい
るる
私私

有有
地地
でで
、、
植植
栽栽
地地
とと
しし
てて
永永
続続

性性
のの
ああ
るる
もも
のの
がが
対対
象象
でで
すす
。。

【【
事事
業業
所所
】】

規規
模模
はは
問問
いい
まま
せせ
んん
がが
、、
職職

場場
とと
住住
居居
がが
一一
緒緒
のの
場場
合合
はは
、、

職職
場場
にに
比比
重重
がが
多多
いい
もも
のの
にに
限限

りり
まま
すす
。。
たた
だだ
しし
、、
工工
場場
立立
地地

法法
にに
規規
定定
すす
るる
特特
定定
工工
場場
（（
製製

造造
業業
でで
敷敷
地地
面面
積積
がが
九九
千千
平平
方方

��
以以
上上
、、
まま
たた
はは
建建
築築
面面
積積
がが

三三
千千
平平
方方
��
以以
上上
））
はは
除除
きき
まま

すす
。。※※

低低
木木
類類
はは
除除
きき
まま
すす
。。

◇◇

◇◇

◇◇
助助
成成
額額

▽▽
個個
人人
住住
宅宅
��

一一
件件
にに
つつ
きき
一一
万万
円円
以以
上上
のの
植植

樹樹
にに
要要
すす
るる
費費
用用
のの
二二
分分
のの
一一

（（
上上
限限
二二
十十
万万
円円
））

▽▽
事事
業業

所所
、、
住住
宅宅
団団
地地
なな
どど
��
一一
件件
にに

つつ
きき
十十
万万
円円
以以
上上
のの
植植
樹樹
にに
要要

すす
るる
費費
用用
のの
三三
分分
のの
一一
（（
上上
限限

五五
十十
万万
円円
））

◇◇
申申
請請
方方
法法

工工
事事
にに
着着
手手

すす
るる
前前
にに
電電
話話
でで

※※
助助
成成
をを
受受
けけ
たた
植植
栽栽
はは
、、

五五
年年
間間
変変
更更
でで
きき
まま
せせ
んん
。。

星
を
み
る
会

木
星
や
土
星
を
中
心
に
、
火

星
や
春
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２９
日
�

午

後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

※
雨
天
、
曇
天
の
場
合
は
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
行
事
の
み
を

行
い
ま
す
。

※
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、

小
学
生
以
下
だ
け
で
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

も
の
づ
く
り
教
室

親
子
で
陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

◇
と
き

▽
Ａ
コ
ー
ス
�
５

月
２０
日
�
、
２１
日
�
、
６
月
１０

日
�

午
前
１０
時
〜
正
午
（
６

月
１０
日
は
午
後
２
時
〜
４
時
）

▽
Ｂ
コ
ー
ス
�
５
月
２０
日
�
、

２１
日
�
、
６
月
１１
日
�

午
後

２
時
〜
４
時

※
い
ず
れ
も
三
日
間
で
一
コ

ー
ス
で
す
。

◇
対
象
・
定
員

小
学
生
と

そ
の
保
護
者（
一
組
二
名
ま
で
）

・
各
十
組
（
抽
選
）

※
全
日
程
参
加
で
き
る
方
に

限
る
。

◇
費
用

一
組
千
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
・
コ
ー
ス
名
、
住
所
、

親
子
の
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
４
月
２６

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

送子
ど
も
の
日

ゆ
め
劇
場

楽
し
い
舞
台
を
子
ど
も
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
と
き

５
月
５
日
�

☆
午
前
１１
時
か
ら
と
午
後
２

時
３０
分
か
ら
の
二
回
公
演

◇
内
容

「
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ト
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〜
コ
ロ
コ
ロ

お
さ
ん
ぽ
〜
」
な
ど

◇
出
演

げ
き
だ
ん
夢
問
屋

☆
申
込
み
、
整
理
券
は
不
要

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７８
・
０
９
２
３
松
原
南
二
―

七
―
二
一

ド
リ
ー
ム
２１

０
７
２
９
（
６２
）
０
２
１
１
、

�
０
７
２
９
（
６２
）
０
８
１
０

６
月
３
日
�
に
市
役
所
で

開
催
す
る
市
民
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
出
展
・
出
品
し

ま
せ
ん
か
。

【
出
展
企
業
】

◇
展
示
場
所

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
「
エ
コ
銘
品
売
り

ま
す
ゾ
ー
ン
」（
市
役
所
本
庁

舎
駐
車
場
）

◇
対
象

市
内
に
所
在
す

る
か
、
東
大
阪
商
工
会
議
所

会
員
の
事
業
所

※
環
境
改
善
の
製
品
・
部

品
な
ど
の
展
示
・
試
販
に
限

る
。◇

展
示
小
間

一
小
間
四

・
八
六
平
方
�
（
間
口
一
・

八
�
×
二
・
七
�
）
に
机
二

台
と
い
す
二
脚
が
付
属

※
希
望
者
に
は
展
示
用
パ

ネ
ル
（
一
・
八
�
×
〇
・
九

�
）
も
あ
り
。

◇
募
集
小
間

三
十
小
間

（
申
込
先
着
順
）

※
出
展
料
は
無
料
。

◇
申
込
方
法

会
社
名
、

電
話
番
号
、フ
ァ
ク
ス
番
号
、

担
当
者
名
を
書
い
て
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

◇
申
込
・
問
合
先

エ
コ

銘
品
売
り
ま
す
ゾ
ー
ン
「
好

川
」

�
０
６
（
６
７
４
６
）

２
７
５
３
、
Ｅ
メ
ー
ルh

a

r
u
k
a
@
s
ir
iu
s
.o
c
n
.

n
e
.jp

【
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
楽

し
ん
で
暮
ら
し
て
い
る
人
の

紹
介
・
作
品
】

古
く
か
ら
ず
っ
と
大
切
に

し
、
今
も
生
か
し
て
使
い
続

け
て
い
る
物
、
古
い
物
を
新

し
く
作
り
変
え
た
物
、
ま
た

そ
の
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど

を
写
真
や
文
章
に
し
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
（
こ
ち
ら
か
ら

取
材
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）。※自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。

【
環
境
川
柳
】

環
境
に
つ
い
て
日
ご
ろ
考

え
て
い
る
こ
と
や
、
日
常
の

暮
ら
し
で
ご
み
を
減
ら
す
工

夫
な
ど
を
川
柳
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。

◇

◇

◇
募
集
期
間

４
月
２０
日

�
〜
５
月
１０
日
�

◇
応
募
方
法

住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
会

場
で
の
氏
名
掲
示
の
可
否
を

書
い
て
送
付

※
「
も
っ
た
い
な
い
の
紹

介
・
作
品
」
は
郵
送
、「
環
境

川
柳
」
は
フ
ァ
ク
ス
の
み
で

受
付
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。◇

応
募
・
問
合
先

〒
５７７

・
０
８
０
９
永
和
二
―
八
―

二
八

東
大
阪
青
年
会
議
所

３
Ｒ
ゾ
ー
ン
担
当

０
６

（
６
７
２
２
）
４
０
０
０
、

�
０
６
（
６
７
２
５
）
５
３

３
６

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
子
育
て
仲
間
プ
ロ
グ
ラ

ム
〜
ぽ
か
ぽ
か
広
場
】

子
育
て
仲
間
作
り
や
、
自

分
な
り
の
子
育
て
の
方
法
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

５
月
１２
日
か
ら

の
毎
週
金
曜
日

午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
（
計
六
日
間
）

◇
対
象

２
歳
以
上
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者
・
十
組（
抽

選
）◇

申
込
方
法

４
月
２４
日

�
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
２６

日
�
の
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
で※

自
由
に
遊
べ
る
あ
い
あ

い
広
場
（
火
・
木
曜
日
の
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
と

土
曜
日
の
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
）
も
あ
り
ま
す
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
８
８
）

１
０
５
５
、
�
０
６
（
６
７

８
８
）
２
５
９
７

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
〜
ア

メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
】

簡
単
な
お
や
つ
作
り
を
楽

し
み
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２８
日
	

午
前
１０
時
〜
１１
時

◇
対
象
・
定
員

２
歳
以

上
の
在
宅
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
・
十
二
組
（
申
込
先
着

順
）☆

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
と

材
料
費
（
百
円
）
を
持
参

◇
申
込
方
法

４
月
２１
日

	
の
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

０
６
（
６
７
２
８
）

１
８
０
０
、
�
０
６
（
６
７

２
８
）
２
４
１
３

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
弁
当
持
っ
て
お
で
か

け
し
よ
う
】

み
ん
な
で
公
園
に
出
か
け

ま
せ
ん
か
。（
雨
天
中
止
）

◇
と
き

５
月
１２
日
	

午
前
１０
時
３０
分
出
発
（
現
地

集
合
も
可
）

◇
と
こ
ろ

寺
嶋
公
園

◇
対
象

就
学
前
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

☆
弁
当
・
お
茶
・
お
し
ぼ

り
な
ど
を
持
参

◇
申
込
方
法

５
月
１０
日

�
ま
で
に
直
接
か
電
話
で

◇
申
込
・
問
合
先

鴻
池

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
４
８
）８
２
５
１
、

�
０
６
（
６
７
４
３
）
０
５

７
７

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
第

一
期
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
は
、
５
月
か
ら
７
月
ま

で
で
、
開
催
教
室
、
曜
日
、

定
員
な
ど
は
表
の
と
お
り
で

す
。◇

対
象

▽
少
年
少
女
の

教
室
�
小
学
校
三
年
生
〜
中

学
生

▽
そ
の
他
�
１６
歳
以

上
の
方

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
枚
で
一
人
）
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢（
小

・
中
学
生
は
学
年
）、電
話
番

号
を
書
い
て
、
４
月
２１
日
	

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

☆
４
月
２５
日


ご
ろ
に
結

果
を
通
知

☆
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
希
望
者
が
少
な
い
教
室

は
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り

☆
体
育
館
用
靴
、
ラ
ケ
ッ

ト
な
ど
は
各
自
持
参

☆
ロ
ッ
カ
ー
代
、
駐
車
場

代
は
各
自
で
負
担

※
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７７
・
０
８
０
４
中
小

阪
四
―
七
―
六
〇

東
大
阪

ア
リ
ー
ナ

０
６
（
６
７

２
６
）
１
９
９
５
、
�
０
６

（
６
７
２
６
）
１
９
９
４

昨昨年年ののフフェェスステティィババルルののよよううすす

費用

７，０００円

１万円

親子１万１，０００円
子ども７，０００円
１万円
１万円

１万３，０００円
７，０００円
１万円
１万円
１万円

定員

５０人

３０人

親子１０組
子ども１０人
４０人
４０人
３０人
２０人
５０人
５０人
２０人

とき

木曜日 １７：１０～１８：４０

月曜日 １０：００～１１：３０

月曜日 １７：１０～１８：４０

木曜日 １９：００～２０：３０
木曜日 １０：００～１１：３０
月曜日 １９：００～２０：３０
水曜日 １７：１０～１８：４０
水曜日 １９：００～２０：３０
木曜日 １０：００～１１：３０
水曜日 １７：１０～１８：４０

教室名

少年少女
バスケットボール
成人女子
バスケットボール
親子・少年少女
バドミントン
成人バドミントンＡ
成人バドミントンＢ
成人ソフトテニス
少年少女卓球
成人卓球Ａ
成人卓球Ｂ
成人卓球Ｃ

※いずれも計１０日間

出出展展企企業業・・作作品品をを募募集集
市市民民環環境境フフェェスステティィババルル

◇申請・問合先 みどり対策課
０６（４３０９）３２２７、�０６（４３０９）３８３６

植植樹樹祭祭 ４４月月２２３３日日��池池島島小小学学校校ににてて

生生垣垣のの植植樹樹資資金金をを助助成成

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

子ども読書の日

おたのしみ会

ドド
リリ
ーー
ムム
２２１１

東大阪アリーナ

ス ポ ー ツ 教 室

催催
しし
＆＆
教教
室室

池島公民分館が開館

地域みんなの活動拠点

落落
書書
きき
のの
なな
いい

きき
れれ
いい
なな
まま
ちち
にに

―
進
め
て
い
ま
す
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
―

（４）第８５７号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１８年４月１５日（５）
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枚岡ネイチャークラブの催し

とき・内容 �４月２３日�午前９時～
午後４時�春爛漫とっとこ歩き �５月
２１日�午前１０時～午後２時�樹の不思議
調べ ※枚岡神社鳥居下に集合 費用
大人３００円、子ども１００円 ※弁当、雨具な
どを持参 問合先 飛田 ０６（６７８２）８２９７

パソコン教室

とき・内容 �５月１４日��初めての
デジカメ �６月１１日��初めての写真
加工 ※午後１時～５時 費用 ３，０００円
申込方法 教室名、住所、氏名、電話番
号を電話、ハガキ、Ｅメールで ところ
・申込・問合先 〒５７７・０８０１小阪１―７―１
小阪第５近鉄ビル３０１号 ＮＰＯ法人ＩＴ
ブレーン東大阪 ０６（６６１８）６９００、Ｅメ
ール oubo@it�osaka.jp

若草会バザー

とき ５月２８日�午前１１時～午後１時
３０分 ※バザー品の提供も受け付けてい
ます ところ・問合先 若草会 ０７２９（６５）
０３００

アロマテラピー香りの教室

とき ４月２９日�、５月２０日�、６月
１７日�午前１０時～正午（計３日間） と
ころ グリーンパル（中鴻池） 定員
６人 費用 ６，５００円 申込・問合先 吉
岡 ０９０（１０２３）４８７０

東大阪リトルリーグ入部見学・説明会

とき ４月２６日�午後６時３０分～８時
３０分 ところ 水走グラウンド ※体験
練習可 ※練習は水・金の午後６時３０分
～８時３０分、土・日・祝の午前９時～午
後４時 問合先 谷口 ０９０（９６９４）５８１４

お話会と端午の節句の折り紙工作

とき ４月２３日�午後２時～４時 費
用 大人１，０００円、子ども５００円、親子１，２００
円 ※５月３日～５日は入館者におもち
ゃをプレゼント ところ・申込・問合先
お ま け や ズ ン ゾ

豆玩舎ＺＵＮＺＯ ０６（６７２５）２５４５

一日ちんどん体験

５月１４日�の市民ふれあい祭りパレー
ドに参加します。 定員 １０人 費用
１，２００円 申込・問合先 虹色ちんどん一
座「山口」 ０７２（６８８）６６４３（�兼用）

風の盆「町流し」

胡弓や三味線、唄に合わせて踊り歩き
ます。 とき・ところ ４月２３日� �
午後４時３０分～５時３０分・寺嶋公園 �
午後６時３０分～７時３０分・鴻池四季彩々
とおり 問合先 飴川 ０６（６７４４）４９４７

大人のピアノ体験レッスン

とき・ところ �４月２０日�・中公民
館 �２５日�・夢広場（布施駅前） �
２７日�・やまなみプラザ（四条） ※午
前９時３０分～正午 問合先 田中 ０７０
（６２７７）８４９９

初心者のための筝曲教室

とき ６月～来年２月の原則第１・３
木曜日 対象 １５歳以上の方 費用
３，０００円程度 申込方法 往復ハガキに住
所、氏名、年齢、電話番号を書いて、５
月１２日	までに郵送 ところ・申込・問
合先 〒５７９・８０６４池島町６―３―９ 池島高
校 ０７２９（８７）３３０２

精神障害者家族会

とき ４月２４日
午後１時から とこ
ろ・申込・問合先 東大阪さつき会事務
所（岩田町３） ０６（６７３０）２９１０

春の山草展

とき ４月２２日�、２３日�午前１０時～
午後４時 ところ 市民会館 問合先
蔵満 ０６（６７２１）３１１３

プリザーブドフラワー体験教室

とき ５月２０日�、２５日� ※午後１
時から ところ イコーラム（男女共同
参画センター） 費用 ２，６００円 申込・
問合先 喜田 ０９０（２０４４）６５３０

リサイクルバザール

とき ４月２８日	、２９日�午前１０時～
午後５時 内容 まだまだ使える春夏物
・台所用品などの販売 ※出品者も募集
中 ところ・問合先 合田医院３階（中
小阪２） ０６（６７２３）９６６０

吹奏楽ポップスコンサート

とき ４月１５日� �昼の部�午後２
時から �夜の部�午後６時３０分から
ところ 市民会館 費用 昼�５００円、夜
�７００円（ともに前売は２００円引き） 申
込・問合先 近畿大学吹奏楽部 ０６（６７２１）
９２６０（�兼用）、Ｅメール kinsui@dl.di
on.ne.jp

わんぱくフェスティバル

“クッキーズ・スペシャル”と一緒に
歌うなど、楽しく過ごします。家庭で子
育てしているお母さん、ぜひお越しくだ
さい。とき ６月２日	午前１０時～正午
ところ 市民会館 対象 市内在住の乳
幼児とその保護者 問合先 くすのき保
育園 ０７２９（６５）１０８０

介護用ベッドを市民に届ける
ボランティア募集・説明会

とき ４月２２日�午前９時３０分～正午
ところ 総合福祉センター１階 ※この
活動は無償活動 ※予約制 ※ベッドは
必要な方に常時届け常時引き取ります
【親子木工教室ボランティア説明会】
７月末に行う教室の指導者を募集しま

す。 とき ５月１３日�午前１０時～正午
ところ 総合福祉センター４階 ※予約
制 申込・問合先 ＮＰＯヒューマンネ
ット「山藤」 ０６（６７２３）０１４９

無料調停相談

とき ５月１日
午後１時～３時 内
容 金銭・土地建物賃借・交通事故など
民事紛争の調停相談 ところ・問合先
東大阪簡易裁判所 ０６（６７８８）５５５５

青少年向けラグビーフォーラム

神戸製鋼の元木選手らがラグビーのす
ばらしさを語ります。 とき ４月１５日
�午後２時～４時 ところ 文化会館
※先着３００人にラグビーグッズを進呈 ※
駐車場なし 問合先 東大阪ロータリー
クラブ ０６（６７７９）５０５０

大阪商業大学の講座・催し

とき �資格取得などの春期講座�４
月２４日
から順次開講（２２日�までに申
込） �起業家育成セミナー�６月３日
�～７月１日� �公開講座「地域社会
と中小企業」�４月２０日�～７月１３日�
�ふれあいフリーマーケット�４月２９日
� 申込・問合先 ���エクステンシ
ョンセンター ０６（６７８５）６２６２ ��教
務・入試課 ０６（６７８１）８８１６ ��フリ
ーマーケット運営事務局 ０７８（３２５）０３２１

こども囲碁土曜教室

とき ４月１５日～来年３月の毎週土曜
日午後１時から ところ 大阪商業大学
対象 市内在住の５歳児～大学生 費用
月８００円 問合先 囲碁サロン燗柯 ０６
（４７９６）４１１５

子育て倶楽部

とき ４月２４日
、５月２２日
 ※午
前１０時３０分～正午 ところ 小阪公民分
館 対象 子育て中の母親 費用 ２００円
※保育あり 申込・問合先 岩田 ０９０
（６８２７）７２２６

登校拒否を克服する会

とき ６月１１日�午後１時～５時 と
ころ 市民会館 費用 ５００円 問合先
登校拒否を克服する会 ０６（４３０９）００４３

よろず相談

法律、医療、税務、リフォーム、心の
ケア、金融、児童、詐欺など専門家が相
談にのります（予約不要）。とき ４月２３
日�午前１０時～午後４時 ところ 東体
育館 ※無料で秘密厳守 問合先 東大
阪東ロータリークラブ ０７２９（８５）０１８９

にほんごをべんきょうしませんか

とき・ところ �４月～９月の毎週火
曜日午前１０時～１１時３０分・イコーラム（男
女共同参画センター） ※夜の学習者も
若干募集 �毎週水曜日午後１時～４時
・市民会館 費用 １，０００円 ※日本語の
ボランティアも募集 申込方法 住所、
氏名、電話番号をファクスで 申込・問
合先 ＨＯＮＫ「村井」 ０６（６７２０）５８６３

セラピューティック・ケア講習会

簡単にできる癒しのマッサージを紹介
します。 とき ６月１８日�午前９時４５
分～午後４時４５分 ところ ドーンセン
ター 費用 ５，０００円 申込方法 住所、
氏名、電話番号をファクスで 申込・問
合先 セラピューティック・ケア協会
０６（６７２１）０１５５、�０６（６７２１）０１４４

あいも文化交流会館の催し

とき ４月２９日� 内容 �日中交流
餃子パーティ（午前１０時～午後１時・費
用１，０００円） �八戸ノ里屋台祭（午前１１
時～午後４時・費用１００円） �ネパール
の映画とお茶の会（午後４時～８時・費
用５００円） 申込・問合先 あいも文化交
流会館 ０６（６７８２）３５６６

東大阪高知県人会

とき ５月２１日�正午から ところ
ユトリート東大阪 内容 皿鉢料理を囲
んで親睦 費用 男性６，０００円、女性５，０００
円 申込・問合先 橋田 ０６（６７２１）８４５９

法 律
弁護士が相談に応じます。
※１週間前から電話で受付０６（４３０９）３１０４
【本庁市民相談室】
�月・水・金曜午後１時～４時、第２火曜午後５

時～８時（申込先着１６人）
※毎月第３木曜午後２時～３時３０分に「司法書士

による無料法律相談」（申込不要・先着８人）
【巡回法律相談・各行政サービスセンター】
�日下�奇数月の第１木曜 �四条�第１・３火

曜 �中鴻池�偶数月の第１木曜 �若江岩田駅前
�毎月第２・４火曜 �楠根�偶数月の第３木曜
�布施駅前�第２・４木曜 �近江堂�奇数月の第
３木曜 ※いずれも午後１時～４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】
�荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長瀬�第４

火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いずれも午後１時～４時で、
予約制

中 小 企 業
【中小企業振興会】
�ＩＳＯに関する相談�第４火曜 �店舗デザイ
ン相談�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～４時
で、予約制 ０６（４３０９）２３０１
パート・労働問題の相談
いずれも職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】
月～金曜午前９時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９
【ユトリート東大阪】
月・水・金曜午前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に応じます。
月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６（４３０９）３２７９
（社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】
�面接相談（予約制）�火・水・土曜（５週目はなし）
午前１０時～正午、午後１時～４時、第４火曜午後６時
～９時 ０７２９（６０）９２０５ �電話相談�火～日曜午前
１０時～午後４時、金曜午後６時～９時 ０７２９（６０）９２０６
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】
月～金・第１土曜（１・５月は第２土曜）午前９
時～午後５時３０分で、予約制 ０６（６７２７）０１１３

【すこやかテレホン】
�月・火・木・金曜午後５時～８時 �日曜、祝
日午前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４
【子どもの悩み相談室・電話相談】
月～土曜午前９時～午後５時１５分（土曜は正午ま

で）０６（６７８２）７８６７
【いじめ１１０番】
月～土曜午前９時～午後５時１５分（土曜は正午ま

で）０６（６７３２）０１１０
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センター】
�来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長瀬）、木曜（荒本）午
前９時３０分～午後４時（予約制） �電話相談�月～
土曜午前９時３０分～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、
０６（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）
消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電話相談は午

後４時までで、来所時は事前に電話を） ０７２９（６５）
０１０２（消費生活センター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時（予約制）

０６（４３０９）３２２３（交通対策室）
医 療
医療機関利用のための相談に応じます。
月～金曜午前１０時～午後４時 ０７２９（６０）３８０１（地域
健康企画課）

※いずれも無料
※祝日・休日は行いません

（すこやかテレホンを除く）
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ファミリーレストラン 
 

近畿大学 

近畿大学 

上小阪配水場 
 

近畿大学 
記念会館 

近畿大学 

上小阪住宅 

宝持 

東上小阪 
バス停 
 入口 

介護扶助適正化専門嘱託職員

資格 昭和１７年４月２日以降生まれで、
介護支援専門員の実務経験が平成１８年４
月１日現在、１年以上ある方 業務内容
生活保護業務の介護扶助（訪問調査を含
む） 応募用紙配布・受付期間 ４月１７
日�～２５日�の午前９時～午後５時３０分
（土・日曜日を除く） ※市ホームペー
ジから応募用紙のダウンロード可。
■応募用紙配布・応募・問合先 生活
福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

介護認定調査員

介護保険に関する認定調査を行います。
資格 昭和２６年４月２日以降生まれで、
保健師、看護師、介護福祉士などの資格
を有し、実務経験が５年以上の方、また
は介護支援専門員の資格を有する方 応
募期間 ４月１７日�～２８日�
■応募・問合先 介護認定給付課 ０６
（４３０９）３１８９、�０６（４３０９）３８１４

市立総合病院嘱託看護師

対象 ４５歳以下の方 募集人数 １０人
程度 勤務日数 ４週間につき１８日の勤
務 ※夜勤できる方歓迎。
■応募・問合先 市立総合病院看護部

０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２２７１

生駒山探検隊エコクラブ参加者

生駒山系の自然を探索するとともに、
さまざまな自然活動を通して自然の関わ
りや共生のあり方を楽しく学びます。
活動期間 ６月～来年１月（日帰り２回、
宿泊４回の計６回） 対象・定員 小学
校３～５年生・３０人（申込先着順） 内
容 ハイキングや自然観察、アウトドア
クッキングなど 費用 ２万円（年間）
応募方法 ４月１５日�から電話で
■ところ・申込・問合先 自由の森な

るかわ ０７２９（８６）１５５１、�０７２９（８６）１５５０

市役所庁舎内の
職員食堂の営業者

市役所庁舎内で営業する職員食堂の営
業者を募集します。応募資格などくわし
くは、募集要項または市ホームページを
ご覧ください。 施設の概要 職員食堂
�庁舎１１階で、約４８３�約２００席（セルフ
サービス方式） 募集要項配布期間 ４
月１８日�～２４日�
■募集要項配布・応募・問合先 管財

課 ０６（４３０９）３１２５、�０６（４３０９）３８２０

プリズム・ミュージック・ウェイブ’０６
ボランティア運営スタッフ

９月１７日�（予選は７月９日�）に、
中河内広域行政の一環として八尾市文化
会館で開催する「プリズム・ミュージッ
ク・ウェイブ’０６」の企画制作、および舞
台運営のスタッフを募集します。応募期
限 ４月３０日�
■応募・問合先 八尾市文化会館 ０７２９
（２４）５１１２、�０７２９（２４）５０１０

１級建築士による建築相談

とき ４月１８日� 午後１時～４時
ところ 市役所１階相談室 内容 建替
え、耐震、アスベスト、リフォーム、シ
ックハウス、欠陥住宅など
■問合先 �	大阪建築士事務所協会

第２支部 ０６（６７２１）９１４４ �指導監察
課 ０６（４３０９）３２４５、�０６（４３０９）３８３４

公開入札

（仮称）東大阪市上下水道局庁舎新築
工事（荒本北５０―１）に係る設計業務の公
開入札を行います。 とき ４月２０日

午後２時から ところ 市役所別館２階

第２入札室 ※会場の都合により人数制
限あり。
■問合先 調度課 ０６（４３０９）３１２８、

�０６（４３０９）３８１９

交通遺児福祉資金を給付

みなさんから寄せられた善意のお金を、
交通遺児福祉資金として給付します。
対象 父または母が交通事故（自動車な
ど車両にかかわる事故）で亡くなり、今
年度小・中学校、高校に進学、または中
学校卒業後に就職する方 給付額 �小
学校入学資金�２万円 �中学校入学資
金�３万円 �高校進学・就職資金�５
万円 申請方法 申請書に在学証明書（就
職の場合は勤務証明書）を添付し、校区
福祉委員長を通じて、５月２日�までに
※申請書は校区福祉委員長宅、市民福祉
活動センターで配布。
■申請・問合先 社会福祉協議会 ０６

（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

“つつじ”の一般開放

とき ４月２２日�～２８日� 午前９時
～午後４時（雨天中止） ところ 上小
阪配水場（新上小阪２―１４） ※酒類の持
込み禁止。 ※各日先着１５０人に花の種な
どを配布。 ※駐車場はありません。

■問合先 上下水道局経営企画室 ０６
（６７２４）１２２１、�０６（６７２１）２３７４

発行しました
生涯学習情報ニュース№１６

４月から９月までの趣味・教養、芸術
・舞台・音楽、健康・スポーツなどの講
座やイベントをはじめ、市内大学などの
公開講座、図書館の案内などを掲載して
います。社会教育センターや公民分館、
図書館、行政サービスセンターなどで無
料配布しているほか、市ホームページで
もご覧になれます。
■問合先 社会教育課 ０６（４３０９）３２７９、
�０６（４３０９）３８３５

正しく使おうインターネット
人権が侵害されたときは相談を

インターネットを使った人権侵害や犯
罪が急激に増えています。自分の顔や名
前などを明らかにしなくても、自由に不
特定多数の人たちに情報発信できる特性

ひぼう

を利用し、他人への誹謗・中傷、プライ
バシー情報をインターネットの掲示板に
書き込むなどのケースです。
インターネット上においても、ルール

やマナーを正しく守ることが大切です。
相手への思いやりの気持ちを大切にし、
すべての人の人権を尊重しましょう。イ
ンターネット上で人権侵害を受けたり、
人権が侵害されているのに気づいたりし
たときは、ご相談ください。
■問合先 �人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、
�０６（４３０９）３８２３ �大阪法務局東大阪支
局 ０６（６７８２）５１０６、�０６（６７８２）３１８０

軽自動車税
納期限は５月１日

軽自動車税の納期限は５月１日�です。
納期限までに市税取扱金融機関または郵
便局で納めてください。
４月１日現在の所有者が、その年度の

納税義務者です。送付しています納付書
で納付してください。なお、４月２日以
降に登録の手続きをした場合は、その年
度の課税はありません。
■問合先 �課税�税制課 ０６（４３０９）

３１３４、�０６（４３０９）３８１０ �納付�納税課
０６（４３０９）３１４７～５３、�０６（４３０９）３８０８

便利な口座振替のご利用を
し尿処理手数料の支払い

し尿処理手数料の支払いは、ぜひ口座
振替制度をご利用ください。銀行へ行く
手間がはぶけ、たいへん便利です。
【手続きは忘れずに

～汲み取り式トイレ】
汲み取り式トイレのご家庭で、次の場

合には手続きが必要です。 �転入・転
出 �人数変更 �トイレの改造・新設
・使用停止・撤去
■問合先 �環境保全公社 ０７２９（６６）

６６７５、�０７２９（６６）６６５６ �環境整備課
０６（４３０９）３２０２、�０６（４３０９）３８１７

４月１日から麻しん・風しんの
予防接種が混合ワクチンに

４月１日から麻しん・風しんの予防接
種が、混合ワクチンに変わります。１歳
から２歳になるまでの間に、予防接種取
扱医療機関で接種してください。麻しん、
または風しんのどちらかの予防接種しか
できなかった方は、２歳の誕生日を迎え
るまでは未接種の予防接種ができます。
くわしくは、お問い合わせください。
■問合先 東・中・西保健センター、
健康づくり課 ０７２９（６０）３８０２、�０７２９
（６０）３８０９

歩こう会

対象 原則、西保健センター管内に住
んでおり、５月１０日�の午前１０時からの
総会に出席できる方 内容 月１～３回
のウォーキング 費用 年１，５００円 申込
方法 ４月２１日�までに電話で
■申込・問合先 西保健センター

地区健康相談

とき ４月２６日� 午前１０時～１１時
ところ ももの広場（楠根） 対象・内
容 乳幼児�身体計測、育児相談など
■申込・問合先 西保健センター

糖尿病食事学習会

とき ５月１１日
 午前１０時３０分～午
後２時 内容 食事療法についての講話、
調理実習など 対象・定員 糖尿病の方
とその家族・２０人 費用 ７００円
■申込・問合先 中保健センター

健康トライ２１
ウォーキングマップを配布

市民のみなさんに楽しく運動していた
だけるよう、ウォーキングマップを作成
しました。河川の整備された市内６か所
のウォーキングコースを、歩数や見どこ
ろ、写真などを交え紹介しています。
また、食事バランスガイド、メタボリ

ック・シンドローム（内臓脂肪症候群）
の予防、ストレスチェックなど、最新の
健康情報も掲載しています。同マップは、
保健所、保健センターに置いています。
■問合先 健康づくり課 ０７２９（６０）

３８０２、�０７２９（６０）３８０９

５月１日から
結核に関する窓口が変わります

結核医療費公費負担申請など、結核に
関する窓口が、５月１日より保健センタ
ーから保健所健康づくり課に変わります。
■問合先 健康づくり課 ０７２９（６０）

３８０２、�０７２９（６０）３８０９

家庭犬のしつけ方教室

とき ５月１４日� ところ 花園中央
公園 講師 	日本動物病院福祉協会家
庭犬しつけインストラクター 参加する
犬の条件 �飼い犬登録および狂犬病予
防注射をしている �人および犬に対し
て攻撃性がない �健康である �雌犬
の場合発情中でない �混合ワクチンを
受けている 申込方法 ハガキに住所、
氏名、電話番号（昼間に通じる番号）、飼
い犬登録番号、不妊手術の有無、しつけ

について困っていることや学びたいこと
をくわしく書いて、４月２５日�（消印有
効）までに郵送（封書でも可） ※希望
者多数の場合は抽選し、５月８日�まで
に結果、クラス、時間などを通知。
■申込・問合先 〒５７８・０９２１水走３―１２

―３２ 動物指導センター ０７２９（６３）６２１１、
�０７２９（６３）１６４４

介護予防教室

「活動的な８５歳」を目標に、折り紙や
太極拳、調理実習などをします（期間は
来年３月まで）。 対象 ６５歳以上で、地
域ボランティアとして参画する意欲のあ
る方、または健康づくりに協働して取り
組んでいただける方 ※介護保険制度に
おいて要支援・要介護の認定を受けてい
る方を除く。 実施場所 �東地区�豊
浦公民分館、東石切会館、ゆうゆうプラ
ザ（日下）、やまなみプラザ（四条） �
西地区�はすの広場（近江堂）、西保健セ
ンター、南上小阪自治会館、ユトリート
東大阪、小阪公民分館、長瀬北公民分館、
スーパー銭湯「湯ートピア」、ももの広場
（楠根）など ※中地区の実施場所は中
保健センターに問い合わせを。
■申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

東東��００７７２２９９（（８８２２））２２６６００３３ ��００７７２２９９（（８８６６））２２１１３３５５
中中��００７７２２９９（（６６５５））６６４４１１１１ ��００７７２２９９（（６６６６））６６５５２２７７
西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

保保健健所所・・セセンンタターーだだよよりり

※※車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

平成１８年４月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８５７号（７）
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若江岩田駅 
 

6階  
イコーラムイコーラム 

施設棟 

希来車希来車 
（若江岩田駅前再開発）（若江岩田駅前再開発） 

住宅棟 

至八戸ノ里至八戸ノ里 至花園 

6階  
イコーラム 

希来里 
（若江岩田駅前再開発） 

至八戸ノ里 

アフリカ楽器「かりんば」を弾こう

「かりんば」を通して障害がある方と
交流します。 とき ５月から来年３月
までの原則第４土曜日 午前１０時～正午
（１２月を除く計１０日間） 講師 Ｓｐｉ
ｃｙ Ａｒｔ Ｃｏｍｐａｎｙ ひきた
ま 対象・定員 小学生以上の方・２０人
（抽選） 費用 ２，０００円 申込方法 ハ
ガキに行事名、住所、氏名、年齢、電話
番号を書いて、５月６日�（必着）まで
に郵送（ファクス可）
■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２
長瀬町３―７―４０ 長瀬青少年センター ０６
（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

木でつくるこいのぼり

とき ４月２９日� 午前１０時から 講
師 生駒ネイチャークラフトクラブ 吉
岡一成さん 定員 ３０人（抽選） 費用
２００円 申込方法 ４月２１日�までに住所、
氏名、年齢、電話番号を電話またはファ
クスで ※使わなくなった「こいのぼり」
を募集しています。
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか ０７２９（８２）９９２０、�０７２９
（８２）９９２１

春季浄瑠璃大会
そ ぎ ようせいかい

素義幼声会の公演を行います。 とき
４月２２日� 午前１０時３０分開演 ところ

けいせい あ わ

青少年女性センター 演題 「傾城阿波
の なる と じゅうろう べ え うち の だん すがわらでんじゅ て ならい

の鳴門・十郎兵衛内の段」「菅原伝授手 習
かがみ だん

鑑・寺子屋の段」ほか
■問合先 社会教育センター ０６（６７８９）

４１００、�０６（６７８９）５２１２

花と緑の展示即売会と緑化相談

とき・ところ �４月１８日��市民会
館ホール前広場 �１９日��八戸の里公
園 �２１日��旭町庁舎駐車場 ☆いず
れも午前１０時～午後４時３０分 即売品
観葉植物、春の花鉢物、草花苗類、球根、
小植木など
■問合先 �東大阪市公園協会 ０６

（６７２６）１９９８、�０６（６７２６）１９９４

やまなみコンサート

とき ４月２９日� 午後２時から 内
容 �ピアノ・山地みきさんによる「エ
チュード」（ショパン）など �チェロ・
吉川秀樹さんによる「白鳥」（サン・サー
ンス）など 定員 ４０人（当日先着順）
■ところ・問合先 やまなみプラザ（四
条） ０７２９（８８）３１１３、�０７２９（８８）３１０７

鴻池新田会所のイベント

【コーナー展示「鴻池の村相撲と力士
・三笠山】
相撲番付や力士の墓碑から、村相撲な

どで活躍した三笠山について考えます。
とき ４月２９日�～５月２８日	
【野点】
重要文化財の本屋座敷で楽しみます。

とき ５月３日� 午前１０時～午後３時
定員 １２０人（当日先着順） 費用 ３００
円（茶券代） ※記念品を進呈。
【史跡ハイキング「村相撲力士の墓碑

をめぐる」】
とき ５月２８日	 午前９時～午後３

時３０分 コース 池島神社・吉田墓地・
新庄墓地・鴻池墓地・鴻池新田会所など
（８．５
） 定員 ３０人（申込先着順）
申込方法 ４月２５日�の午前１０時から電
話（０６―６７４４―７４９７）で ※入館料が必要。
※記念品を進呈。

◇ ◇
※駐車場はありません。
■ところ・問合先 鴻池新田会所 ０６

（６７４５）６４０９、�０６（６７４４）７４９８

ひるさがりロビーコンサート

とき・内容 �５月４日��広沢義明
さん、経田景子さんによるギター・バイ
オリン演奏 �５日��「オカリナ組・
さくら・さくら」ほかによるオカリナ・
チェロ演奏 ☆いずれも午後１時３０分～
２時１５分
■ところ・問合先 市民美術センター

０７２９（６４）１３１３、�０７２９（６４）１５９６

史跡探訪バスツアー

とき ５月１５日�（雨天決行） ☆午
前８時にはすの広場（近江堂）に集合、
午後６時ごろ解散 行先 長浜方面 対
象・定員 市内在住、在勤の方・８０人（抽
選） 費用 ３，０００円（昼食代を含む）
申込方法 往復ハガキに行事名、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて、５月１
日�（必着）までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・０８１７近江堂３

―１２―１５ はすの広場 ０６（６７３０）０８４０、
�０６（６７３０）５７２３

あるこう会

とき ４月２５日�（雨天決行） ☆午
前８時３０分に長瀬老人センターに集合し、
午後４時ごろ解散 行き先 兵庫県立フ
ラワーセンター 対象・定員 市内在住
の６０歳以上の方・４５人（申込先着順）
費用 １，０００円 ※弁当は各自持参。 申
込方法 費用を添えて直接
■申込・問合先 長瀬老人センター

０６（６７２０）５６５３、�０６（６７２４）９８６９

高井田マンドリンコンサート

とき ４月２９日� 午後２時～４時（開
場は３０分前） 演奏 大阪教育大学マン

あきそう び

ドリンクラブ、大正琴サークル「秋薔薇」
■ところ・問合先 高井田障害者セン

ター ０６（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

親子手づくり教室

親子で紙すきといなだもものストラ
ップ�を作ります。 とき ５月３日�
午前１０時～午後３時 対象・定員 小・
中学生とその保護者・１５人（申込先着順）
費用 小・中学生２０円、保護者５０円 申込
方法 ４月１６日	の午前９時から電話で
■ところ・申込・問合先 郷土博物館

０７２９（８４）６３４１、�０７２９（８６）１４３２

荒本人権文化センターの講座

【ふれあい講座】
とき ５月～１２月の月・火・木・金曜
日（計２０日間） ☆原則午後７時～９時
内容 �月曜日�カラオケ、健康体操、
アートフラワー �火曜日�手編み、洋
裁、茶道 �木曜日�機械編み �金曜
日�書道 ※各講座とも材料費が必要。
【パソコン講座】
とき・内容・定員 �初級�５月１９日
から７月２１日までの毎週金曜日・６人
午後７時～９時 �入門�５月１６日から
７月１８日までの毎週火曜日 午前１０時～
正午・３人 ☆いずれも計１０日間 費用
月１，０００円程度 申込期限 ５月８日�

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 荒本人権文

化センター ０６（６７８８）７４２４、�０６
（６７８８）２４５６

ファミリー・サポート・
センターの講座

【援助会員養成講座】
とき ４月２５日� 午後１時～４時３０
分 ところ 総合福祉センター 内容
事業概要とシステムの説明、子どもの健
康と発達、現在の子育て環境と求められ
る支援 対象・定員 市内および近隣市
在住の成人で、自宅で子どもを預かるこ
とができる方・２０人（申込先着順） 申
込方法 住所、氏名、年齢、電話番号を
４月２４日�の午後５時までに、電話また
はファクスで ※入会受付は講座終了当
日から実施。 ※講習を受講しなければ、
援助会員に登録不可。
【「日赤幼児安全法（救命救急）」講習会】
とき ５月１２日� 午前９時～正午
ところ 総合福祉センター 講師 日本
赤十字社大阪支部指導員 定員 １０人
費用 ５００円 申込期限 ５月８日�

◇ ◇
■申込・問合先 ファミリー・サポート

・センター ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

墨彩画教室

水墨画に色彩を施した、墨彩画に挑戦
してみませんか。 とき ５月１３日、２７
日、６月３日、２４日、７月８日、２２日、
８月１９日、９月２日、２３日、１０月１４日（計
１０日間） ☆いずれも土曜日で午後１時
３０分～３時３０分 講師 大阪美術協会
榊原�子さん 対象・定員 市内在住、
在勤の方・１５人（抽選） 費用 ５，０００円

すずり

※墨、硯、筆洗、筆（習字用不可）、下敷
（フェルトまたは白布）を持参。 申込
方法 往復ハガキに教室名、住所、氏名、電
話番号を書いて、４月２５日�までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１
岩田町４―３―２２―５００ くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２９（６７）６５６５（�兼用）

「子どもが泣きやまない」「ミルクを
飲んでくれない」など、子どもの成長
や育児に不安・悩みをもつ方が、夜間
や休日にも相談できる“東大阪市子育
て相談ダイヤル”を始めました。府内
では初の２４時間・年中無休の相談体制
で、子育てをサポートします。
【東大阪市子育て相談ダイヤル（休

日・夜間専用） ０７２９（６１）０１７８】
◇受付時間 平日は午後５時３０分～

翌日午前９時、土・日曜日、祝日は２４時間
【平日の子どもの健康や発育・発達

に関する相談】
�東・中・西福祉事務所子育て支援

係・家庭児童相談室（東�０７２９・８８・
６６１９、�０７２９・８８・６６２０、中�０７２９・
６０・９２７４、�０７２９・６０・９２７８、西�０６
・６７８４・７９８２、�０６・６７８４・７６７７）
�東・中・西保健センター（東�０７２９
・８２・２６０３、�０７２９・８６・２１５３、中�
０２７９・６５・６４１１、�０７２９・６６・６５２７、
西�０６・６７８８・００８５、�０６・６７８８・２９１６）
�鴻池・長瀬・荒本子育て支援センタ
ー（鴻池�０６・６７４８・８２５２、�０６・６７４３
・０５７７、長瀬�０６・６７２８・１８００、�０６
・６７２８・２４１３、荒本�０６・６７８８・１０５５、
�０６・６７８８・２５９７） �全市立保育所

一歩セミナー
～自己尊重トレーニング～

わたしがわたしでいるために… とき
・内容 �５月１１日��自分をもっと好
きになろう～「自分史」を書くと何がわ
かるの？ �１８日��自分をもっと解放
しよう～「親からのメッセージ」残すも
のと捨てるもの �２５日��自分を認め
るレッスン～自分の愛し方、しっていま
すか？ ☆いずれも午前１０時～正午で計
３日間 講師 宮本由起代さん 対象・
定員 市内在住、在勤、在学で全回受講
できる方・３０人（抽選） ☆１０人まで１
歳６か月～就学前幼児の保育あり（１人

２００円で、要予約） 申込方法 往復ハガ
キに講座名と受講動機、住所、氏名、電
話番号、保育の有無（子どもの氏名、生
年月日も）を書いて、４月２７日�（必着）
までに郵送（ファクス、Ｅメールでも可）

男女共同参画社会にむけて
ひとことメッセージを募集

日ごろ「男だから」「女だから」と言わ
れ戸惑ったこと、また男女が対等にいき
いきと活躍できる社会をイメージした、
あなたのメッセージを募集します。対象
市内在住、在勤、在学の方 募集内容
自作・未発表の作品で句読点、スペース
を含む５０字以内（作品の著作権は市に属

します） 応募方法 ハガキまたは封書
に、メッセージ、住所、氏名、年齢（学
生は学校名も）、電話番号を書いて、５月
１２日�（消印有効）までに郵送（ファク
ス、Ｅメールでも可） ※ひとり何点で
も応募できますが、作品は返却不可。※
入選者には６月上旬に連絡し、作品をイ
コーラムギャラリーで展示。 ※入選者
には図書券を贈呈。

■ところ・申込・問合先 〒５７８・
０９４１岩田町４―３―２２―６００ イコーラム
０７２９（６０）９２０１、�０７２９（６０）９２０７、
Ｅメール ikoramu@city.higashiosak
a.osaka.jp

２４時間・いつでも相談を
休日・夜間の子育て支援相談を開始

―０７２９・６１・０１７８―

（（男男女女共共同同参参画画セセンンタターー））

イイココーーララムム

おお知知ららせせ

（８）第８５７号

テレホンガイドは紙面の都合により掲載しておりません。ご了承ください。

東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年４月１５日


